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平成 18年 5月 8日 
各    位 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 18 年 12 月期 業績予想（連結・個別）の修正のお知らせ 
 

 当社は、平成 18年 2月 14 日付「平成 17 年 12 月期 決算短信（連結）・（個別）」において発表いたしまし

た平成 18年 12 月期（平成 18年 1月 1日から平成 18年 12 月 31 日）の連結および個別の業績予想を下記の

とおり修正いたします。 

 

１．業績予想の修正 

 平成 18年 12 月期 連結業績予想の修正（平成 18 年 1 月 1 日～平成 18年 12 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

平成 18 年 2 月 14 日付 百万円 百万円 百万円 百万円 

前回予想（a） 51,000 7,500 6,500 2,200 

今回予想（b） 51,000 6,500 6,350 2,200 

増減額（b-a） － △1,000 △150 － 

増減率 －％ △13.3％ △2.3％ －％ 
（ご参考） 

前期実績（平成 17 年 12 月期） 37,219 4,352 4,103 3,258 

 

平成 18 年 12 月期 個別業績予想の修正（平成 18年 1月 1 日～平成 18 年 12 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

平成 18 年 2 月 14 日付 百万円 百万円 百万円 百万円 

前回予想（a） 12,000 1,000 1,100 760 

今回予想（b） 12,200 1,100 1,200 1,050 

増減額（b-a） 200 100 100 290 

増減率 1.7％ 10.0％ 9.1％ 38.2％ 
（ご参考） 

前期実績（平成 17 年 12 月期） 9,921 1,045 1,580 1,687 
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平成 18 年 12 月期 中間連結業績予想の修正（平成 18年 1月 1日～平成 18 年 6月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

平成 18 年 2 月 14 日付 百万円 百万円 百万円 百万円 

前回予想（a） 24,000 3,100 2,500 700 

今回予想（b） 24,000 2,000 2,000 500 

増減額（b-a） － △1,100 △500 △200 

増減率 －％ △35.5％ △20.0％ △28.6％ 
（ご参考） 

前期実績（平成 17 年 12 月期） 14,304 1,122 1,154 666 

 

平成 18 年 12 月期 中間個別業績予想の修正（平成 18年 1月 1日～平成 18 年 6月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

平成 18 年 2 月 14 日付 百万円 百万円 百万円 百万円 

前回予想（a） 5,800 450 550 460 

今回予想（b） 6,000 550 650 750 

増減額（b-a） 200 100 100 290 

増減率 3.5％ 22.2％ 18.2％ 63.0％ 
（ご参考） 

前期実績（平成 17 年 12 月期） 5,136 507 939 913 

 

２．修正理由 

（平成 18年 12 月期 通期・中間・連結業績について） 

連結子会社であるオリエント信販（株）において、日本公認会計士協会が平成 18 年 3 月 15 日付けに

て公表した審理情報「消費者金融会社等における監査上の留意事項について」を踏まえ、当期より「利

息返還損失引当金」の計上を行い、当該引当金を 900 百万円計上（うち 410 百万円は特別損失計上）し

ました。また業界動向を踏まえまして「利息返還金」を当初計画より 430 百万円追加し 1,330 百万円程

度（うち 260 百万円は特別損失計上）を見込んでおります。 

一方で、インターネット活用支援事業ならびにインターネット集客支援事業が好調に推移し、収益性

が向上しており、通期の利益計画を 550 百万円を上回る予定です。 

また、投資有価証券の売却により、420 百万円の特別利益を計上いたしております。 

 

 （平成 18 年 12 月期 通期・中間・個別業績について） 

個別業績におきましても、インターネット活用支援事業が好調に推移し、収益性が向上していること

により、売上高で 200 百万円、経常利益では 100 百万円の上方修正を行っております。 

当期純利益につきましては、投資有価証券の売却益 420 百万円の計上により、290 百万円の修正を行っ

ております。 

 

尚、上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、最終

の業績は今後さまざまな要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以上 


